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松
崎
慊
堂
は
江
戸
後
期
の
儒
者
・
文
人
で
あ
り
、
近
世
思
想
史
、
江
戸
漢
詩
史
な
ど

の
分
野
に
お
い
て
重
要
な
功
績
を
殘
し
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
生
涯
を
通
じ
て
漢
籍
を

愛
好
し
、
そ
の
著
書
に
お
い
て
、
自
ら
が
披
見
し
た
漢
籍
、
特
に
宋
元
時
代
の
漢
籍
刊

本
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
記
載
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
慊
堂
個
人
の
讀
書
興
味
の

み
な
ら
ず
、
江
戸
後
期
に
お
け
る
漢
籍
流
傳
の
實
態
や
、
日
本
に
現
存
す
る
宋
元
刊
本

の
傳
來
な
ど
を
檢
證
す
る
う
え
で
も
大
變
有
意
義
な
記
錄
で
あ
る
。

拙
論
で
は
慊
堂
の
日
記
で
あ
る
『
慊
堂
日
曆
』（
以
下
、『
日
曆
』
と
略
稱
（
1
）

）
に
お
い

て
言
及
さ
れ
た
宋
元
刊
本
か
ら
代
表
的
な
も
の
五
種
を
選
び
出
し
、
そ
れ
ら
の
遞
藏
者

と
傳
來
状
況
に
つ
い
て
考
證
す
る
。

一
、『
集
韻
』

『
日
曆
』「
文
政
九
年
（
１
８
２
６
）
八
月
廿
六
日
」
の
項
に
は
、
次
の
記
載
が
あ
る
。

　『
集
韻
』
宋
本
、
佐
伯
侯
書
庫
、
當
託
冠
山
假
之
求
古
樓
。

　（
『
集
韻
』
宋
本
、
佐
伯
侯
書
庫
、
當
に
冠
山
に
託
し
て
之
を
求
古
樓
に
假
る
べ
し
。）
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こ
の
『
集
韻
』
は
、
佐
伯
侯
・
毛
利
高
標
が
舊
藏
し
、
後
に
紅
葉
山
文
庫
に
獻
上
さ
れ
、

現
在
は
宮
内
庁
書
陵
部
に
保
存
さ
れ
て
い
る
淳
煕
十
四
年
（
１
１
８
７
）
跋
刊
本
（
以

下
、
淳
煕
本
と
略
稱
）
で
あ
り
、
そ
の
書
誌
情
報
は
澁
江
全
善
編
の
『
經
籍
訪
古
志
』

に
詳
し
く
著
錄
さ
れ
て
い
る
。
（
2
）

周
知
の
と
お
り
、
毛
利
氏
の
藏
書
が
幕
府
に
獻
上
さ
れ

た
の
は
、『
日
曆
』
の
記
載
か
ら
二
年
後
の
文
政
十
一
年
（
１
８
２
８
）
で
あ
り
、
慊

堂
が
借
用
し
よ
う
と
し
た
淳
煕
本
は
、
當
時
は
佐
伯
侯
の
書
庫
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

「
冠
山
」
は
慊
堂
の
親
友
で
あ
る
若
櫻
藩
主
・
池
田
定
常
の
字
で
あ
る
。
（
3
）

冠
山
と
そ

の
家
族
は
毛
利
氏
と
早
く
か
ら
親
交
を
有
し
、
（
4
）『
佐
伯
藏
書
目
』
の
序
を
執
筆
し
た
際

に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
佐
伯
先
侯
霞
山
耽
典
籍
、
家
有
鄴
架
之
富
。
人
曰
、
侯
以
寬
厚
喜
施
聞
、
何
其
獨

悋
於
借
書
乎
。
余
與
仁
聖
侯
世
懋
、
容
交
於
侯
殆
二
十
餘
歳
、
屢
借
覽
其
書
、
無
一

不
許
。
如
其
藏
在
封
地
者
、
無
不
海
運
陸
輸
以
應
我
需
（
5
）

。

　（
佐
伯
先
侯
霞
山
典
籍
に
耽
（
ふ
け
）
り
、
家
に
鄴
架
の
富
有
り
。
人
曰
く
、
侯

寬
厚
に
し
て
施
を
喜
（
こ
の
）
む
を
以
て
聞
こ
ゆ
、
何
ぞ
そ
れ
獨
り
書
を
借
す
に
の
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み
悋
か
な
ら
ん
や
。
余
仁
聖
侯
世
懋
と
、
侯
に
交
わ
る
を
容
さ
る
る
こ
と
殆
ど
二
十

餘
歳
、
し
ば
し
ば
そ
の
書
を
借
覽
し
、
一
と
し
て
許
さ
ざ
る
無
し
。
も
し
そ
れ
藏
し

て
封
地
に
在
る
者
な
ら
ば
、
海
運
陸
輸
し
て
以
て
我
が
需
め
に
應
ぜ
ざ
る
無
し
。）

こ
れ
に
よ
り
、
池
田
定
常
は
仁
正
寺
藩
主
・
市
橋
長
昭
（
6
）

と
と
も
に
毛
利
高
標
（
號
は
霞

山
）
と
長
年
の
親
交
が
あ
り
、
典
籍
の
借
用
を
依
賴
し
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
記
載
の
當
時
、
す
で
に
霞
山
は
亡
く
な
っ
て
い
た
が
、
冠
山
と
毛
利

家
と
の
藏
書
の
や
り
取
り
は
相
變
わ
ら
ず
續
い
て
い
た
と
推
測
さ
れ
、
慊
堂
は
冠
山
を

通
じ
て
淳
煕
本
を
借
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、「
求
古
樓
」
は
狩
谷
棭
齋
の
書
庫
で
あ
り
、
慊
堂
が
わ
ざ
わ
ざ
棭
齋
の
た
め
に

淳
煕
本
を
借
り
出
そ
う
と
し
た
の
は
、
當
時
棭
齋
が
『
和
名
類
聚
抄
』
の
箋
注
に
専
念

し
て
お
り
、『
和
名
類
聚
鈔
』
を
校
訂
す
る
た
め
に
し
ば
し
ば
慊
堂
を
訪
れ
て
い
た
た
め

で
あ
る
。
（
7
）

棭
齋
は
箋
注
を
行
う
傍
ら
、
引
用
資
料
の
傳
來
な
ど
を
抄
錄
し
た
『
和
名
抄

引
書
』（
自
筆
稿
本
、
早
稲
田
大
學
藏
）
を
殘
し
て
い
る
が
、
（
8
）

本
書
に
は
『
集
韻
』
に

關
す
る
記
載
が
な
い
。
し
か
し
、『
箋
注
倭
名
類
聚
抄
』（
『
古
典
索
引
叢
刊
』
本
、
全

國
書
房
、
１
９
４
４
）
卷
八
「
竜
魚
部
第
十
八
」
の
「
虯
龍
」・「
鯰
」
の
項
で
は
『
集

韻
』
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、『
和
名
抄
引
書
』
で
は
書
き
漏
ら
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
な

お
、『
日
曆
』
の
「
天
保
五
年
（
１
８
３
４
）
八
月
廿
二
日
」、
す
な
わ
ち
棭
齋
が
亡
く

な
る
一
年
前
の
記
載
に
は
「
『
集
韻
』、
棭
翁
囑
。」
と
あ
り
、
板
別
を
記
し
て
い
な
い
が
、

慊
堂
が
棭
齋
の
最
期
ま
で
『
集
韻
』
の
蒐
集
に
盡
力
し
た
こ
と
が
覗
え
る
。
た
だ
し
、「
虯

龍
」
で
は
『
集
韻
』
の
「
平
聲
一
」「
支
第
五
」「
螭
」
を
引
用
し
て
い
る
が
、
淳
煕
本

で
は
當
該
箇
所
は
闕
卷
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
鯰
」
か
ら
の
引
用
は
淳
煕
本
と
は
全

く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
棭
齋
は
つ
い
に
淳
煕
本
を
利
用
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

な
お
、『
日
曆
』
の
「
天
保
六
年
（
１
８
３
５
）
三
月
八
日
」
に
は
、
次
の
と
お
り

記
載
さ
れ
て
い
る
。

　『
集
韻
』
新
渡
本
、
自
寫
本
來
未
見
宋
本
、
ト
序
ニ
ア
ル
ヨ
シ
。
今
佐
伯
本
ニ
ヨ

リ
刻
シ
テ
、
闕
所
ヲ
新
本
ニ
テ
補
ハ
益
佳
、
ト
小
島
春
庵
益
島
云
フ
。
コ
レ
ハ
淸
ニ

テ
詩
人
玉
屑
半
部
ノ
元
本
ヲ
彫
リ
、
其
不
足
ヲ
通
行
本
ニ
テ
補
ヒ
シ
趣
向
也
。
本
朝

ハ
元
板
飜
刻
極
佳
。

こ
の
「
新
渡
本
」
は
淸
朝
嘉
慶
十
九
年
（
１
８
１
４
）
の
顧
廣
圻
補
刊
本
（
以
下
、
嘉

慶
本
と
略
稱
）
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
、
三
年
後
の
天
保
九
年
（
１
８
３
８
）
に
出
版
さ

れ
た
官
版
の
底
本
と
な
っ
た
。
そ
の
卷
首
に
は
、
次
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。

　
秀
水
朱
檢
討
彝
尊
從
毛
扆
斧
季
家
得
其
傳
鈔
本
、
於
康
熙
丙
戌
歳
屬
曹
通
政
寅
刊

之
。（
中
略
）『
集
韻
』
以
無
他
刻
、
學
者
尤
重
之
。
版
存
江
寧
榷
使
署
、
百
餘
年
來

漸
已
損
泐
、
是
誠
不
可
不
亟
為
補
完
也
。
桐
城
方
葆
巖
尚
書
謀
之
榷
使
雙
公
、
屬
廣

圻
與
同
志
諸
君
經
營
其
事
。（
中
略
）
其
北
宋
槧
本
尚
在
揚
州
某
家
、
又
呉
門
有
影

鈔
宋
槧
本
、
陽
湖
孫
淵
如
觀
察
、
全
椒
呉
山
尊
學
士
每
欲
訪
借
斯
二
者
而
別
刊
之
、

不
更
善
之
善
者
歟
。
輒
為
牽
連
附
記
、
以
期
他
日
者
。

　（
秀
水
朱
檢
討
彝
尊
、
毛
扆
斧
季
の
家
よ
り
其
の
傳
鈔
本
を
得
、
康
熙
丙
戌
歳
に

曹
通
政
寅
に
屬
し
て
之
を
刊
せ
し
む
。（
中
略
）『
集
韻
』
他
の
刻
無
き
を
以
て
、
學

者
尤
も
之
を
重
ん
ず
。
版
は
江
寧
榷
使
署
に
存
す
る
も
、
百
餘
年
來
漸
く
已
に
損
泐

し
、
是
れ
誠
に
亟
や
か
に
補
完
を
為
さ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
桐
城
方
葆
巖
尚
書

之
を
榷
使
雙
公
に
謀
り
、
廣
圻
と
同
志
諸
君
に
屬
し
て
其
の
事
を
經
營
せ
し
む
。（
中

略
）
其
の
北
宋
槧
本
尚
お
揚
州
の
某
家
に
在
り
、
又
た
呉
門
に
影
鈔
宋
槧
本
有
り
、

陽
湖
孫
淵
如
觀
察
、
全
椒
呉
山
尊
學
士
毎
に
訪
ね
て
斯
の
二
者
を
借
り
て
別
に
之
を

刊
せ
ん
と
欲
す
、
更
に
善
の
善
な
る
も
の
な
ら
ず
や
。
輒
ち
牽
連
し
て
附
記
を
為
し
、

以
て
他
日
に
期
す
る
者
な
り
。）

こ
れ
に
よ
っ
て
、「
康
熙
丙
戌
歳
」
本
と
そ
の
補
刊
で
あ
る
嘉
慶
本
は
と
も
に
、
毛
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松
崎
慊
堂
が
見
た
宋
元
刊
本
に
つ
い
て

氏
鈔
本
を
淵
源
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
揚
州
に
は
「
北
宋
槧

本
」、
呉
門
に
は
「
影
鈔
宋
槧
本
」
が
あ
る
が
、
顧
廣
圻
は
見
る
機
會
に
恵
ま
れ
な
か
っ

た
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
慊
堂
が
記
し
た
「
自
寫
本
來
未
見
宋
本
」
と
い
う
序
文
と
一

致
し
て
お
り
、
新
渡
本
は
嘉
慶
本
系
統
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
る
。

「
佐
伯
本
」
は
無
論
淳
煕
本
で
あ
り
、「
小
島
春
庵
」
と
は
親
友
で
あ
る
幕
府
醫
官
の

小
島
尚
質
で
あ
る
。
尚
質
は
官
版
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
淳
煕
本
を
底
本
と
し
て
採
用

し
、
通
行
本
で
闕
卷
を
補
う
べ
し
と
建
言
し
た
が
、
官
版
『
集
韻
』
は
嘉
慶
本
を
底
本

と
し
て
お
り
、
そ
の
意
見
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
注
意
す
べ
き
は
、
國
立
公
文
書
館

に
は
昌
平
坂
學
問
所
舊
藏
の
『
集
韻
』（
請
求
番
號
：
別
０
３
３
―
０
０
０
２
）
が
あ
り
、

そ
の
卷
末
に
は
官
版
見
本
の
黒
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
欄
外
に
は
朱
筆
の
校
異
が

あ
り
、
卷
末
に
は
「
以
宋
槧
本
校
讀
」
と
朱
筆
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
淳
煕
本
と
対
照

し
て
み
る
と
、
卷
一
に
朱
筆
が
全
く
な
い
が
、
こ
れ
は
淳
煕
本
が
欠
け
て
い
る
た
め
で

あ
り
、
そ
れ
以
降
の
校
異
は
淳
煕
本
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
（
9
）

校
讀
に
用
い

た
「
宋
槧
本
」
が
淳
煕
本
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
校
異
の
記
入
者
に
つ
い
て

は
不
明
で
あ
る
が
、
春
庵
の
意
見
に
同
調
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、『
齋
民
要
術
』

『
日
曆
』「
天
保
七
年
（
１
８
３
６
）
七
月
十
五
日
」
の
箇
所
に
は
「
栂
尾
山
聖
教
日

錄
略
鈔
」
の
記
載
が
み
ら
れ
る
が
、『
栂
尾
山
聖
教
目
錄
略
鈔
』（
以
下
、『
略
鈔
』
と
略

稱
）
の
誤
記
と
思
わ
れ
る
。『
略
鈔
』
は
黒
川
文
庫
の
舊
藏
で
あ
り
、）

10
（

そ
の
卷
首
に
は
「
黒

川
真
賴
藏
書
」「
黒
川
真
道
藏
書
」「
黒
川
真
前
藏
書
」
の
印
が
あ
る
。
本
書
は
現
在
、

慶
應
義
塾
圖
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
黒
川
真
賴
は
江
戸
末
期
の
國
學
者
黒
川
春
村

の
嗣
子
で
あ
り
、）

11
（

春
村
が
狩
谷
棭
齋
に
師
事
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、）

12
（

慊
堂
の
抄

錄
の
底
本
と
な
る
『
略
鈔
』
は
恐
ら
く
棭
齋
の
舊
藏
で
、
後
に
黒
川
家
に
遞
藏
さ
れ
た

と
推
測
さ
れ
る
。

慊
堂
の
抄
錄
に
は
「
『
齋
民
要
術
』
十
（
第
五
第
八
）
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
、
こ

れ
は
間
違
い
な
く
高
山
寺
藏
宋
刊
本
の
『
齋
民
要
術
』（
以
下
、
高
山
寺
本
と
略
稱
）

で
あ
り
、
卷
五
、
卷
八
の
み
現
存
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
慊
堂
が
天
保
七
年
に
す
で
に

高
山
寺
本
を
知
っ
て
い
た
こ
と
が
覗
え
る
。

ま
た
、『
日
曆
』「
天
保
九
年
（
１
８
３
８
）
七
月
五
日
」
の
箇
所
に
は
、
次
の
記
載

が
あ
る
。

　
午
飯
看
栂
尾
高
山
寺
宋
板
『
齋
民
要
術
』
二
冊
、
甚
佳
、
猶
有
數
種
。

　（
午
飯
栂
尾
高
山
寺
宋
板
『
齋
民
要
術
』
二
冊
を
看
る
に
、
甚
だ
佳
し
、
猶
お
數

種
有
り
。）

こ
れ
に
よ
っ
て
、
慊
堂
は
『
略
鈔
』
を
寫
し
た
二
年
後
に
高
山
寺
本
を
披
見
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

高
山
寺
本
の
存
在
が
早
く
か
ら
、
慊
堂
の
師
で
あ
る
林
述
齋
を
は
じ
め
と
す
る
江
戸

の
漢
學
者
に
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
農
政
學
者
の
小
出
滿
二
が
す
で
に
指
摘
し
て

い
る
。）

13
（

國
立
公
文
書
館
に
は
文
化
五
年
（
１
８
０
８
）
の
高
山
寺
本
に
基
づ
い
た
寫
本

が
あ
り
（
請
求
番
號
：
３
０
０
―
０
０
８
８
、
以
下
、
林
述
齋
本
と
略
稱
）、）

14
（

卷
末
に

は
次
の
よ
う
な
跋
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
齋
民
要
術
第
五
、
第
八
卷
、
平
安
栂
尾
高
山
寺
所
藏
也
。
高
山
寺
有
蓄
舊
書
之
名
、

官
使
人
訪
求
其
書
、
惟
有
目
而
散
佚
已
盡
、
獨
遺
此
耳
。
言
是
宋
本
也
、
而
亦
首
尾

殘
缺
、
年
時
不
可
得
而
考
、
與
世
所
謂
宋
本
者
字
樣
頗
異
。
疑
彼
率
渡
江
以
後
之
物
、

而
此
應
北
京
所
鐫
也
。
不
見
其
全
、
最
為
可
憾
。
祭
酒
林
公
命
屬
吏
小
林
彛
繕
寫
之
、

以
為
學
院
之
藏
。
而
又
恐
無
知
其
由
、
使
惠
書
其
後
云
。
文
化
五
年
戊
辰
十
月
望
前

一
日
、
教
官
試
職
依
田
惠
謹
跋
。

　（
齋
民
要
術
第
五
、
第
八
卷
、
平
安
栂
尾
高
山
寺
の
藏
す
る
所
な
り
。
高
山
寺
舊
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書
を
蓄
う
の
名
有
り
、
官
人
を
し
て
其
の
書
を
訪
求
せ
し
む
る
も
、
惟
だ
目
有
り
て

散
佚
し
て
已
に
盡
き
、
獨
（
た
）
だ
此
を
遺
す
の
み
。
是
れ
宋
本
な
り
と
言
う
も
、

亦
た
首
尾
殘
缺
し
、
年
時
を
得
て
考
ず
べ
か
ら
ず
、
世
の
い
わ
ゆ
る
宋
本
な
る
者
と

字
樣
頗
る
異
な
る
。
疑
う
ら
く
は
彼
れ
率
ね
渡
江
以
後
の
物
に
し
て
、
此
れ
應
に
北

京
の
鐫
す
る
所
な
る
べ
き
な
り
。
其
の
全
て
を
見
ざ
る
は
、
最
も
憾
（
う
ら
）
む
べ

き
と
為
す
。
祭
酒
林
公
屬
吏
小
林
彛
に
命
じ
て
之
を
繕
寫
せ
し
め
、
以
て
學
院
の
藏

と
為
す
。
又
た
其
の
由
を
知
る
無
き
を
恐
れ
、
惠
を
し
て
其
の
後
に
書
せ
し
む
と
云

う
。
文
化
五
年
戊
辰
十
月
望
前
一
日
、
教
官
試
職
依
田
惠
謹
跋
す
。）

こ
の
「
目
」
は
、
必
ず
し
も
『
略
鈔
』
で
は
な
く
、
高
山
寺
の
夥
し
い
聖
教
目
錄

中
の
一
通
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
跋
文
に
よ
っ
て
、
林
述
齋
が
早
く
も
文
化
五
年

（
１
８
０
８
）
に
は
小
林
彛
）
15
（

に
高
山
寺
本
の
鈔
寫
を
、
ま
た
依
田
利
用
（
通
稱
は
惠
三

郎
）
16
（

）
に
跋
文
の
作
成
を
依
賴
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
慊
堂
に
高
山
寺
本

へ
の
興
味
を
持
た
せ
た
の
は
師
の
林
述
齋
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
國
立
國
會
圖
書
館
に
は
儒
者
の
市
野
迷
庵
が
林
述
齋
本
を
寫
し
、
後
に
そ
の

弟
子
の
考
證
家
・
澁
江
全
善
（
號
は
抽
齋
）
の
所
藏
に
歸
し
た
も
の
（
請
求
番
號
：
丑

―
27
）
が
あ
り
、
全
善
が
記
し
た
朱
筆
識
語
が
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
右
北
宋
本
齋
民
要
術
、
吾
迷
庵
先
生
嘗
借
抄
昌
平
學
藏
本
、
後
歸
余
架
。（
中
略
）

去
歳
栂
尾
原
本
有
故
來
江
戸
、
時
余
從
公
駕
赴
奧
之
弘
前
、
不
在
此
地
。
學
古
小
島

先
生
直
從
原
本
擇
寫
手
影
抄
。
及
余
還
江
戸
、
速
以
見
示
。
余
借
閲
（
來
）
詳
（
熟
）

覽
、
寫
法
精
良
、
恰
如
真
本
。
又
弟
一
卷
零
紙
二
葉
及
題
簽
、
印
記
、
字
形
、
缺
筆
等
、

皆
舊
寫
所
略
。
而
今
得
見
之
、
則
余
雖
不
得
目
擊
原
本
、
就
影
寫
本
以
校
、
乃
與
見

原
本
無
異
。
是
學
古
先
生
被
惠
同
好
之
賜
也
。
宋
諱
缺
筆
、
中
有
通
字
、
與
北
宋
版

孝
經
同
、
則
知
依
田
氏
之
言
不
誣
矣
。
天
保
十
年
十
月
五
日
澁
江
全
善
校
讎
訖
記
。

　（
右
は
北
宋
本
齋
民
要
術
、
吾
が
迷
庵
先
生
嘗
て
昌
平
學
藏
本
を
借
抄
し
、
後
に

余
架
に
歸
す
。（
中
略
）
去
歳
栂
尾
原
本
故
有
り
て
江
戸
に
來
た
り
、
時
に
余
公
に

從
い
て
駕
し
て
奧
の
弘
前
に
赴
き
、
こ
の
地
に
在
ら
ず
。
學
古
小
島
先
生
直
ち
に
原

本
に
從
り
て
寫
手
を
擇
び
て
影
抄
せ
し
む
。
余
江
戸
に
還
る
に
及
び
、
速
（
ま
ね
）

き
て
以
て
示
さ
る
。
余
借
閲
（
來
）
し
て
詳
（
熟
）
か
に
覽
る
に
、
寫
法
精
良
に
し

て
、
恰
も
真
本
の
如
し
。
又
た
弟
一
卷
零
紙
二
葉
及
び
題
簽
、
印
記
、
字
形
、
缺
筆

な
ど
、
み
な
舊
寫
の
略
す
る
所
。
今
得
て
之
を
見
れ
ば
、
則
ち
余
原
本
を
目
擊
す
る

を
得
ず
と
雖
も
、
影
寫
本
に
就
き
て
以
て
校
す
れ
ば
、
乃
ち
原
本
を
見
る
と
異
な
る

無
し
。
是
れ
學
古
先
生
同
好
を
被
惠
す
る
賜
な
り
。
宋
諱
缺
筆
、
中
に
通
字
有
る

は
、
北
宋
版
孝
經
と
同
じ
く
、
則
ち
依
田
氏
の
言
の
誣
い
ざ
る
を
知
る
。
天
保
十
年

（
１
８
３
９
）
十
月
五
日
澁
江
全
善
校
讎
訖
り
て
記
す
。）

こ
れ
に
よ
っ
て
、
高
山
寺
本
は
天
保
九
年
に
江
戸
に
貸
し
出
さ
れ
、
小
島
尚
質
（
學

古
は
字
）
に
よ
っ
て
景
鈔
が
作
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
慊
堂
が
高
山
寺
本
を
披
見
し

た
の
は
、
同
じ
時
期
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

な
お
、
慊
堂
は
高
山
寺
本
を
閲
覧
し
た
際
に
、
そ
れ
以
外
に
「
猶
有
數
種
」
と
述
べ

て
い
る
が
、『
日
曆
』
で
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
天
保
四
年
十
月
七
日
：『
續
日
本
紀
』　
卷
本
『
齋
民
要
術
』　
尾
公
藏
本
、
缺
一

卷
、
俱
金
澤
文
庫
本
。

　（
天
保
四
年
（
１
８
３
３
）
十
月
七
日
：『
續
日
本
紀
』　
卷
本
『
齋
民
要
術
』　
尾

公
の
藏
本
、
一
卷
缺
く
、
俱
に
金
澤
文
庫
本
。）

　
天
保
四
年
十
一
月
晦
日
：『
齋
民
要
術
』（
尾
張
）

　（
天
保
四
年
（
１
８
３
３
）
十
一
月
晦
日
：『
齋
民
要
術
』（
尾
張
）
）

　
天
保
五
年
九
月
十
七
日
：『
齋
民
要
術
』
序
、
右
凡
九
卷
、
尾
藩
所
藏
。
寶
治
二

年
（
戊
申
）
九
月
十
七
日
（
辛
酉
）
自
康
樂
僧
正
之
手
傳
取
之
、
典
藥
權
助
和
氣
（
在

判
）、
仁
安
元
年
九
月
晦
於
百
濟
寺
以
唐
摺
本
書
之
、
仁
安
元
年
一
校
了
、
同
十
月
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松
崎
慊
堂
が
見
た
宋
元
刊
本
に
つ
い
て

七
日
又
校
了
。
下
有
此
書
一
部
十
卷
、
小
川
僧
正
御
房
自
京
都
令
借
為
本
、
終
候
間

書
寫
校
合
之
了
、
于
時
文
永
十
一
年
三
月
十
一
日
越
州
刺
史
。（
花
押
）

　（
天
保
五
年
（
１
８
３
４
）
九
月
十
七
日
：『
齋
民
要
術
』
の
序
、
右
に
凡
そ
九
卷
、

尾
藩
の
藏
す
る
所
。
寶
治
二
年
（
戊
申
）
九
月
十
七
日
（
辛
酉
）
康
樂
僧
正
の
手
よ

り
之
を
傳
取
し
、
典
藥
權
助
和
氣
（
在
判
）、
仁
安
元
年
九
月
の
晦
百
濟
寺
に
唐
の

摺
本
を
以
て
之
を
書
き
、
仁
安
元
年
一
校
了
り
、
同
十
月
七
日
又
た
校
し
て
了
る
。

下
に
此
の
書
一
部
十
卷
、
小
川
僧
正
御
房
京
都
自
り
令
し
て
借
り
て
本
を
為
し
、
終

え
る
候
間
書
寫
し
て
之
を
校
合
し
て
了
り
、
時
に
文
永
十
一
年
三
月
十
一
日
越
州
刺

史
有
り
。（
花
押
）
）

　
天
保
九
年
九
月
十
九
日
：
尾
藩
藏
、
第
十
四
、
甲
午
九
月
、『
齋
民
要
術
』、『
公
羊

正
義
』
寫
本
、『
聖
□
方
』、『
唐
書
宰
相
表
』、『
侍
中
群
要
』、『
續
日
本
紀
』。

　（
天
保
九
年
（
１
８
３
８
）
九
月
十
九
日
：
尾
藩
藏
、
第
十
四
、
甲
午
九
月
、『
齋

民
要
術
』、『
公
羊
正
義
』
寫
本
、『
聖
□
方
』、『
唐
書
宰
相
表
』、『
侍
中
群
要
』、『
續

日
本
紀
』。）

　
天
保
十
年
四
月
廿
九
日
：『
祕
策
彙
函
』
引
書
目
五
冊
、
載
中
有
『
李
氏
易
解
』、『
周

髀
算
經
』、『
齋
民
要
術
』、『
南
唐
書
』。

　（
天
保
十
年
（
１
８
３
９
）
四
月
廿
九
日
：『
祕
策
彙
函
』
書
目
五
冊
を
引
き
、
載

せ
て
中
に
『
李
氏
易
解
』、『
周
髀
算
經
』、『
齋
民
要
術
』、『
南
唐
書
』
有
り
。）

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
慊
堂
が
高
山
寺
本
を
閲
覧
し
た
前
後
に
、
尾
張
藩
所
藏
の
金
澤

文
庫
本
『
齋
民
要
術
』（
以
下
、
金
澤
本
と
略
稱
）
と
『
祕
策
彙
函
』
本
『
齋
民
要
術
』

（
以
下
、
彙
函
本
と
略
稱
）
を
披
見
し
た
こ
と
が
覗
え
る
。

金
澤
本
に
つ
い
て
は
、「
尾
公
藏
本
、
缺
一
卷
」
の
記
載
と
、
寶
治
二
年
、
仁
安
元
年
、

文
永
十
一
年
の
奥
書
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
は
間
違
い
な
く
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
藏
の

卷
子
本
（
卷
三
闕
）
で
あ
る
。）

17
（

慊
堂
は
早
く
か
ら
『
齋
民
要
術
』
に
強
い
關
心
を
持
っ

て
お
り
、
高
山
寺
本
を
披
見
す
る
四
、五
年
前
に
は
す
で
に
金
澤
本
の
存
在
を
知
っ
て

お
り
、
自
ら
そ
の
奥
書
を
寫
し
た
と
思
わ
れ
る
。
天
保
九
年
に
江
戸
に
借
り
出
さ
れ
た

高
山
寺
本
に
出
會
っ
た
際
に
は
、
そ
の
気
持
が
い
か
に
高
揚
し
た
こ
と
か
想
像
に
難
く

な
い
。

特
に
注
意
す
べ
き
は
、
金
澤
本
の
所
在
に
つ
い
て
、『
經
籍
訪
古
志
』
卷
四
に
は
「
尾

張
真
福
寺
藏
」
と
著
錄
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
の
楊
守
敬
『
日
本
訪
書
志
』
や
羅
振

玉
『
雪
堂
校
刊
群
書
敘
錄
』
も
そ
れ
を
踏
襲
し
、
閲
覧
の
機
會
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
こ

と
を
口
惜
し
く
述
べ
て
い
る
が
、
大
正
十
五
年
に
小
出
滿
二
が
名
古
屋
市
圖
書
館
に
開

催
さ
れ
た
典
籍
展
観
に
お
い
て
徳
川
家
か
ら
出
陳
さ
れ
た
金
澤
本
に
出
會
い
、
は
じ
め

て
『
經
籍
訪
古
志
』
の
誤
記
が
判
明
し
た
。）

18
（

そ
こ
で
、
慊
堂
の
『
日
曆
』
に
記
さ
れ
て

い
る
も
の
は
『
經
籍
訪
古
志
』
の
よ
う
に
廣
く
讀
ま
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
信
憑
性
が

甚
だ
高
い
こ
と
が
覗
え
る
。

三
、『
資
治
通
鑑
』

『
日
曆
』「
天
保
十
三
年
（
１
８
４
２
）
八
月
二
日
」
に
は
次
の
記
載
が
あ
る
。

　
　
伊
澤
子
致
覆
元
本
『
通
鑑
』
一
帙
。

　
　
　（
伊
澤
子
覆
元
本
『
通
鑑
』
一
帙
を
致
す
。）

ま
た
、
同
九
月
十
八
日
に
は
以
下
の
と
お
り
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
重
刊
元
本
『
通
鑑
』
第
十
帖
、
伊
澤
長
安
送
來
。

　
　
　（
重
刊
元
本
『
通
鑑
』
第
十
帖
、
伊
澤
長
安
送
り
て
來
た
る
。）

こ
の
「
伊
澤
子
」、「
伊
澤
長
安
」
は
、
福
山
藩
醫
・
伊
澤
蘭
軒
の
父
で
あ
る
伊
澤
信

階
で
あ
り
、）

19
（

慊
堂
と
よ
く
學
問
上
の
交
流
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
慊
堂
が
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伊
澤
長
安
か
ら
「
覆
元
本
『
通
鑑
』
」「
重
刊
元
本
『
通
鑑
』
」（
以
下
、
覆
元
本
と
略
稱
）

を
貰
い
受
け
て
披
見
し
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
そ
の
覆
元
本
の
詳
細
に
つ
い
て
は
全
く

記
載
が
な
い
。

ま
た
、『
日
曆
』
の
同
九
月
廿
八
日
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
喚
輿
夫
赴
通
政
使
新
見
公
、
山
本
頤
庵
迎
入
。
通
政
未
退
朝
也
、
頤
以
君
侯
召
還

去
、
主
人
公
昏
刻
始
退
朝
、
延
入
謁
。
一
語
即
合
、
燭
影
下
相
對
驩
然
、
如
十
五
年

布
韋
交
也
。
聞
王
事
甚
殷
、
移
刻
辭
出
、
所
説
五
經
注
疏
、
三
史
、『
文
選
』、『
通
典
』

及
元
板
『
胡
注
通
鑑
』
事
也
。

　（
輿
夫
を
喚
び
て
通
政
使
新
見
公
に
赴
き
、
山
本
頤
庵
迎
え
て
入
る
。
通
政
未
だ

退
朝
せ
ざ
る
な
り
、
頤
君
侯
の
召
還
を
以
て
去
り
、
主
人
公
昏
刻
始
め
て
退
朝
し
、

延
き
て
入
謁
せ
し
む
。
一
た
び
語
れ
ば
即
ち
合
い
、
燭
影
の
下
に
相
い
對
す
る
驩
然

た
り
、
十
五
年
の
布
韋
の
交
わ
り
の
如
く
な
り
。
王
事
の
甚
だ
殷
き
を
聞
き
、
刻
を

移
し
て
辭
し
て
出
で
、
説
く
所
五
經
の
注
疏
、
三
史
、『
文
選
』、『
通
典
』
及
び
元
板

『
胡
注
通
鑑
』
の
事
な
り
。）

こ
の
「
通
政
使
新
見
公
」
は
江
戸
後
期
の
藏
書
家
の
新
見
正
路
で
あ
り
、「
山
本
頤
庵
」

は
掛
川
藩
醫
で
あ
る
。
二
人
と
も
慊
堂
と
の
親
交
が
深
く
、
藏
書
に
關
す
る
や
り
取
り

が
し
ば
し
ば
交
わ
さ
れ
て
い
る
。）

20
（

こ
こ
で
は
、
頤
庵
は
召
還
さ
れ
た
た
め
に
早
々
に
辞

去
し
た
が
、
慊
堂
と
新
見
正
路
と
は
漢
籍
に
つ
い
て
打
ち
解
け
て
歓
談
を
續
け
た
。
言

及
さ
れ
て
い
る
漢
籍
の
う
ち
、「
元
板
『
胡
注
通
鑑
』
」
に
つ
い
て
は
所
持
本
を
鑑
賞
し

な
が
ら
の
談
話
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
當
時
の
慊
堂
が
『
通
鑑
』
の
中
で
も
特
に

元
版
『
通
鑑
』
に
強
い
關
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
覗
え
る
。

ま
た
、
同
九
月
廿
八
日
に
は
「
題
元
板
『
通
鑑
目
錄
』
後
呈
新
見
公
」
と
い
う
見
出

し
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
刻
板
令
下
之
日
、
余
勸
鄕
藩
刻
此
書
、
或
以
津
藩
方
補
刻
陳
仁
錫
本
、
有
重
複
之

嫌
、
余
云
、
嫌
以
地
望
形
勢
之
同
而
生
者
也
。
今
以
元
初
第
一
刻
之
胡
注
、
臨
明
末

十
餘
刻
後
之
陳
本
、
地
望
形
勢
絶
不
同
也
、
何
避
嫌
之
有
乎
。
刻
版
之
請
、
上
伏
望

賜
將
伯
之
助
、
明
復
敬
禀
。

　（
刻
板
の
令
下
る
の
日
、
余
鄕
藩
に
此
の
書
を
刻
せ
ん
こ
と
を
勸
む
る
も
、
あ
る

い
は
津
藩
方
に
陳
仁
錫
本
を
補
刻
す
る
を
以
て
、
重
複
の
嫌
有
り
と
す
、
余
云
わ
く
、

嫌
は
地
望
形
勢
の
同
じ
き
を
以
て
生
ま
る
る
者
な
り
。
今
元
初
第
一
刻
の
胡
注
を
以

て
、
明
末
十
餘
刻
後
の
陳
本
に
臨
み
、
地
望
形
勢
絶
（
た
）
え
て
同
じ
か
ら
ざ
る
な

り
、
何
ぞ
嫌
を
避
け
る
こ
と
こ
れ
有
ら
ん
や
。
刻
版
の
請
、
上
お
伏
し
て
將
伯
の
助

を
賜
わ
ら
ん
こ
と
を
望
む
、
明
復
敬
禀
す
。）

い
わ
ゆ
る
「
刻
板
令
」
は
、
幕
府
が
天
保
十
三
年
六
月
に
布
告
し
た
、
大
藩
に
大
部

の
漢
籍
の
出
版
を
命
じ
る
法
令
で
あ
る
。）

21
（

幕
府
に
よ
る
刻
板
令
の
布
告
後
、
慊
堂
が
出

身
の
肥
後
藩
に
「
元
板
『
通
鑑
目
錄
』
」
の
刊
行
を
勸
め
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
會
津
藩

が
「
陳
仁
錫
本
」
を
補
刻
し
て
い
た
た
め
、
肥
後
藩
で
は
刊
行
を
躊
躇
し
た
。
こ
の
會

津
藩
が
補
刻
し
た
陳
仁
錫
本
は
、
會
津
藩
有
造
館
が
天
啓
五
年
（
１
６
２
５
）
の
陳
仁

錫
校
本
（
以
下
、
陳
仁
錫
本
と
略
稱
）
を
底
本
と
し
て
刊
行
し
た
『
資
治
通
鑑
』
で
あ

り
（
以
下
、
會
津
本
と
略
稱
）、
石
川
之
褧
ら
の
校
正
が
あ
る
。「
方
補
刻
」
と
い
う
の

は
、
會
津
本
が
「
天
保
七
年
（
１
８
３
６
）
か
ら
嘉
永
二
年
（
１
８
４
９
）
に
か
け
て

刊
行
さ
れ
た
も
の
で
」、「
未
完
成
の
途
中
天
保
十
三
年
（
１
８
４
２
）
の
幕
命
に
あ
い
、

進
行
中
の
本
書
を
そ
れ
に
充
當
し
て
續
行
完
刻
し
た
」）

22
（

た
め
で
あ
る
。

そ
の
事
情
は
、
慊
堂
が
林
檉
宇
に
具
申
し
た
「
典
籍
開
雕
意
見
」（
『
慊
堂
遺
墨
』

所
収
、『
日
本
儒
林
叢
書
』、
１
８
８
９
）
の
別
紙
に
も
次
の
よ
う
に
詳
し
く
記
さ
れ
て

い
る
。
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松
崎
慊
堂
が
見
た
宋
元
刊
本
に
つ
い
て

元
板
資
治
通
鑑
胡
三
省
音
注

　
右
此
度
十
萬
石
以
上
ニ
刻
板
被
仰
出
候
ニ
付
。
私
鄕
國
役
人
共
ヘ
右
之
書
相
勸
申

候
處
。
大
守
在
國
ニ
付
。
國
許
ニ
其
事
相
伺
候
上
ト
。
奉
行
職
之
モ
ノ
歸
鄕
持
歸
申

候
。
此
又
自
彼
邸
何
指
出
候
ハ
ヽ
。
可
然
御
指
圖
可
被
下
置
候
。
尤
津
潘
ニ
而
五
十

年
前
。
京
師
醫
學
院
畑
隆
安
所
刻
通
鑑
。
三
國
此
迄
出
來
。
畑
氏
死
去
。
其
後
彫
續

候
モ
ノ
モ
無
之
。
彼
チ
此
チ
ニ
渡
候
ヲ
。
此
度
買
上
ケ
續
刻
ト
申
事
ニ
御
座
候
得
ト

モ
。
彼
ハ
陳
仁
錫
評
本
。
此
ハ
元
至
元
二
十
二
年
胡
三
省
脱
稿
ヲ
至
元
二
十
七
年
ニ

刻
候
。
第
一
刻
ニ
御
座
候
。
彼
間
ニ
ハ
初
明
中
明
呉
中
衍
本
・
陳
仁
錫
本
・
崇
禎
本

ト
。
幾
板
モ
有
之
。
此
元
本
付
刻
。
尤
昌
運
ヲ
助
ル
ニ
足
ル
事
。
此
正
編
ニ

畢
沅
宋
元
通
鑑

　
右
ヲ
合
刻
ト
申
置
候
事
。
尚
又
元
本
モ
呈
覧
仕
候
間
。
御
覧
之
上
御
進
止
奉
願
候
。

慊
堂
が
勸
め
た
「
元
初
第
一
刻
之
胡
注
」「
元
至
元
二
十
二
年
胡
三
省
脱
稿
ヲ
至
元

二
十
七
年
ニ
刻
」
な
る
も
の
は
、
恐
ら
く
興
文
署
刊
胡
三
省
音
注
本
（
以
下
、
胡
注
本

と
略
稱
）
あ
る
い
は
そ
の
系
統
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
部
の
胡
注
本
系
統

の
も
の
に
は
、
元
の
翰
林
學
士
の
王
磐
が
書
い
た
序
が
付
さ
れ
て
お
り
、「
乃
於
京
師

刱
立
興
文
署
、（
中
略
）
剡
刻
諸
經
史
子
版
本
、
頒
布
天
下
、
以
『
資
治
通
鑑
』
為
起

端
之
首
」（
乃
ち
京
師
に
興
文
署
を
刱
立
し
、（
中
略
）
諸
經
史
子
の
版
本
を
剡
刻
し
、

天
下
に
頒
布
し
、『
資
治
通
鑑
』
を
以
て
起
端
の
首
め
と
為
す
）
と
述
べ
て
い
る
。
興

文
署
は
至
元
年
間
に
一
時
的
に
衰
退
し
、
至
元
二
十
七
年
に
再
興
さ
れ
た
が
、
胡
注
本

は
再
興
後
の
最
初
の
刊
行
書
で
あ
る
と
す
る
論
が
あ
り
、）

23
（

慊
堂
が
言
う
「
至
元
二
十
七

年
ニ
刻
」
は
ま
さ
に
興
文
署
の
再
興
の
年
次
に
も
合
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
慊
堂
が

刊
行
を
勸
め
た
の
は
至
元
二
十
七
年
の
胡
注
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

胡
注
本
系
統
の
も
の
は
數
多
く
存
在
し
て
お
り
、
前
述
の
陳
仁
錫
本
、
會
津
本
も
そ

の
系
統
で
あ
る
。
特
に
會
津
本
の
由
來
に
つ
い
て
、「
京
師
醫
學
院
畑
隆
安
」
と
い
う

人
物
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る
。
畑
隆
安
は
江
戸
時
代
の
醫
師
・
畑
黄
山
で
あ
り
、『
通
鑑
』

を
刊
行
し
た
が
、
三
國
時
代
ま
で
の
制
作
途
中
で
亡
く
な
り
、
そ
の
版
木
は
會
津
藩
に

買
い
上
げ
ら
れ
た
。）

24
（

慊
堂
が
披
見
し
た
の
は
貴
重
な
元
版
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
存
す
る
胡
注
本
系
統
の

元
本
に
は
『
通
鑑
目
錄
』
が
付
属
し
て
お
ら
ず
、
陳
仁
錫
本
に
改
め
て
追
加
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。）

25
（

そ
こ
で
、
慊
堂
が
言
及
し
た
い
わ
ゆ
る
「
元
板
『
通
鑑
目
錄
』
」
は
司
馬
光

が
編
纂
し
た
『
資
治
通
鑑
』
の
綱
目
書
で
は
な
く
、
原
書
の
目
錄
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

慊
堂
の
意
見
に
続
き
、
新
見
正
路
の
返
信
は
次
の
よ
う
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
公
云
、
於
大
坂
得
元
板
、
只
一
冊
、
極
珍
之
。
此
雖
影
刻
、
又
全
本
也
、
此
擧
甚

妙
、
自
不
相
妨
。

　（
公
云
く
、
大
坂
に
元
板
を
得
た
る
は
、
只
だ
一
冊
な
る
も
、
極
め
て
之
を
珍
と

す
と
。
此
れ
影
刻
と
雖
ど
も
、
又
た
全
本
な
り
、
此
の
擧
甚
だ
妙
な
る
こ
と
、
自
ら

相
い
妨
げ
ず
。）

こ
れ
に
よ
る
と
、
新
見
正
路
は
慊
堂
に
贊
成
し
て
お
り
、
ま
た
、
大
阪
で
元
版
『
資

治
通
鑑
』
一
冊
（
以
下
、
新
見
本
と
略
稱
）
を
購
入
し
て
い
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
、

一
ヶ
月
後
の
『
日
曆
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
元
板
『
資
治
通
鑑
』、
五
十
一
至
五
十
三
、
殘
卷
一
冊
。
右
賜
蘆
文
庫
藏
。
卷
尾

題
「
宋
板
『
通
鑑
』
一
本
、
博
古
知
今
堂
（
尾
崎
蘿
月
）
藏
本
也
。
今
茲
有
故
、
買

得
祕
藏
矣
。
天
保
五
甲
午
五
月
上
浣
林
氏
珍
賞
（
印
）
」

　（
元
板
『
資
治
通
鑑
』、
五
十
一
至
五
十
三
、
殘
卷
一
冊
。
右
は
賜
蘆
文
庫
の
藏
。

卷
尾
に
「
宋
板
『
通
鑑
』
一
本
、
博
古
知
今
堂
（
尾
崎
蘿
月
）
藏
本
な
り
。
今
茲
に

故
有
り
、
買
い
て
祕
藏
を
得
る
。
天
保
五
甲
午
五
月
上
浣
林
氏
珍
賞
（
印
）
」
と
題
す
。）

「
賜
蘆
文
庫
」
は
新
見
正
路
の
書
庫
で
あ
り
、
し
か
も
「
殘
卷
一
冊
」
で
あ
る
の
で
、
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こ
れ
は
新
見
本
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
新
見
正
路
の
藏
書
目
錄
と
し
て
『
賜
蘆

書
院
儲
藏
志
』（
『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊
』
本
、
１
９
７
７
）
が
あ
り
、
そ
の

卷
二
に
は
次
の
と
お
り
記
さ
れ
て
い
る
。

資
治
通
鑑
殘
本
三
卷
一
冊 

元
刊
本

　
宋
司
馬
光
撰
、
元
胡
三
省
音
注
。
卷
第
五
十
一
漢
紀
四
十
三
孝
安
皇
帝
下
、
卷
第

五
十
二
漢
紀
四
十
四
孝
順
皇
帝
下
、
卷
第
五
十
三
漢
紀
四
十
五
孝
質
皇
帝
、
以
上
三

卷
ヲ
存
セ
リ
。
此
本
惣
邉
縦
壹
尺
五
寸
、
橫
六
寸
三
分
、
内
郭
縦
七
寸
、
横
四
寸
七

分
、
每
葉
十
行
、
行
二
十
字
、
注
雙
行
、
字
數
同
シ
。
字
畫
淸
朗
、
紙
質
堅
緻
ナ
リ
。

零
本
ト
雖
モ
元
槧
一
部
一
班
ヲ
窺
ニ
足
リ
。

慊
堂
が
披
見
し
た
新
見
本
の
冊
數
、
卷
數
と
完
全
に
一
致
し
て
お
り
、
同
書
で
あ
る

こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
る
。
新
見
本
の
卷
末
の
識
語
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
博
古
知

今
堂
」
は
大
阪
の
國
學
者
・
尾
崎
雅
嘉
（
號
は
蘿
月
）
の
書
庫
で
あ
り
、『
群
書
一
覧
』

は
彼
が
三
十
年
間
に
披
見
し
た
書
籍
を
解
題
す
る
も
の
で
あ
る
。
當
初
、
漢
籍
の
部
の

出
版
を
豫
告
し
て
い
た
が
、
結
局
刊
行
に
至
ら
ず
、）

26
（

新
見
本
の
淵
源
を
遡
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
卷
末
の
識
語
は
こ
れ
を
宋
本
と
し
て
お
り
、
前
述
の

新
見
正
路
が
言
う
「
於
大
坂
得
元
板
」
と
一
致
し
な
い
た
め
、
識
語
の
撰
者
は
新
見
正

路
で
は
な
い
こ
と
が
覗
え
る
。
つ
ま
り
、
新
見
本
は
尾
崎
雅
嘉
か
ら
識
語
の
撰
者
を
經

て
、
新
見
正
路
の
架
藏
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
新
見
本
は
現
在
、
臺
湾
故
宮
博
物
館

に
所
藏
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
新
見
正
路
の
返
信
に
よ
る
と
、
慊
堂
が
肥
後
藩
に
刊
行
を
勸
め
た
「
元
板
『
通

鑑
目
錄
』
」
は
元
板
で
は
な
く
、
そ
の
影
刻
本
、
す
な
わ
ち
前
述
の
伊
澤
長
安
か
ら
贈

ら
れ
た
覆
元
本
で
あ
る
と
覗
え
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、
嘉
慶
二
十
一
年
（
１
８
１
６
）

に
鄱
陽
胡
克
家
が
覆
刻
し
た
胡
注
本
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
日
本
に
傳
來
し
た
胡
注

本
系
統
の
元
板
と
言
え
ば
、
新
見
本
（
卷
五
一
〜
五
三
、
臺
湾
故
宮
博
物
館
藏
）
と
、『
經

籍
訪
古
志
』
卷
三
が
著
錄
す
る
元
板
「
資
治
通
鑑
零
本
一
卷
」（
卷
七
四
）、
天
理
圖
書

館
所
藏
本
（
卷
三
三
）
27
（

）
が
擧
げ
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
零
本
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

慊
堂
が
披
見
し
た
の
は
覆
元
本
で
あ
る
が
、
全
卷
揃
っ
て
い
る
た
め
、
刊
行
す
る
価
値

が
極
め
て
高
い
と
新
見
正
路
は
評
価
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
肥
後
藩
が
刊
行
し
た
漢
籍

に
は
『
資
治
通
鑑
』
は
な
い
た
め
、）

28
（

慊
堂
の
意
見
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

四
、『
文
章
軌
範
』

『
文
章
軌
範
』
は
南
宋
の
謝
枋
得
が
編
纂
し
た
文
章
選
集
で
あ
り
、
漢
文
教
材
と
し

て
江
戸
時
代
の
中
期
か
ら
廣
く
讀
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、『
古
文
真
寶
後
集
』
に
續
い

て
二
番
目
に
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
。）

29
（

中
國
で
は
元
代
か
ら
幾
た
び
も
刊
行
さ
れ
て
い

る
が
、）

30
（

日
本
に
お
け
る
代
表
的
な
版
本
に
は
、
文
政
元
年
（
１
８
１
８
）
の
朝
鮮
覆
刻

本
（
以
下
、
文
政
本
と
略
稱
）
と
嘉
永
六
年
（
１
８
５
３
）
の
元
版
覆
刻
本
（
以
下
、

嘉
永
本
と
略
稱
）
が
あ
り
、
と
も
に
官
版
で
あ
る
。）

31
（

『
日
曆
』「
天
保
六
年
（
１
８
３
５
）
十
二
月
廿
九
日
」
に
は
、
慊
堂
が
元
版
『
文
章

軌
範
』
を
披
見
し
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。

　
金
花
堂
示
『
文
章
軌
範
』
元
板
、
是
日
擁
爐
與
明
本
對
校
、
極
有
出
入
。

　（
金
花
堂
『
文
章
軌
範
』
元
板
を
示
す
、
こ
の
日
爐
を
擁
し
て
明
本
と
對
校
す
る
に
、

極
め
て
出
入
有
り
。）

金
花
堂
は
江
戸
の
書
肆
で
あ
り
、
屋
號
は
須
原
屋
佐
助
で
あ
る
。）

32
（

こ
れ
に
よ
っ
て
、

慊
堂
が
金
花
堂
に
「
『
文
章
軌
範
』
元
板
」（
以
下
、
金
花
堂
本
と
略
稱
）
を
見
せ
て
貰
い
、

所
持
す
る
明
版
と
対
校
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

慊
堂
が
最
終
的
に
金
花
堂
本
を
入
手
し
た
こ
と
は
、
翌
年
（
天
保
七
年
、

１
８
３
６
）
正
月
羊
日
の
『
日
曆
』
の
記
載
に
表
れ
て
い
る
。
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松
崎
慊
堂
が
見
た
宋
元
刊
本
に
つ
い
て

　
得
元
板
『
文
章
軌
範
』
七
卷
、
以
「
侯
王
將
相
有
種
乎
」
分
卷
、「
柳
子
厚
墓
志
」、

「
箕
子
廟
碑
陰
」、
皆
節
文
、
俱
有
意
思
。「
與
陳
給
事
書
」、
自
「
閣
下
之
庭
無
愈
之
跡
」

以
下
刪
二
百
九
字
、
為
不
可
解
。
其
他
有
筆
削
處
極
多
、
俗
本
皆
以
本
集
及
通
行
本

補
湊
、
失
撰
集
本
意
矣
。
前
簡
目
錄
中
、「
讀
李
翺
文
」
下
、「
岳
陽
樓
記
」
下
、「
歸

去
來
辭
」
下
、
皆
有
門
人
王
淵
濟
題
識
。
余
少
年
、
及
觀
栗
翁
刻
一
本
、
蓋
用
是
刻

入
板
。
刻
成
、
罹
火
災
、
一
字
不
存
。
曾
與
述
齋
公
語
其
事
。
公
得
韓
本
、
蓋
又
以

此
本
展
拓
入
板
。
公
又
以
其
本
截
貼
入
板
、
行
數
字
數
皆
動
搖
。
雖
然
、
以
存
疊
山

面
目
為
勝
事
。
然
則
是
本
實
昌
平
本
之
祖
本
、
但
未
知
王
淵
濟
刻
本
乎
否
耳
。
要
之
、

洵
今
日
祕
笈
也
。

　（
元
板
『
文
章
軌
範
』
七
卷
を
得
、「
侯
王
將
相
有
種
乎
」
を
以
て
卷
を
分
け
、「
柳

子
厚
墓
志
」、「
箕
子
廟
碑
陰
」、
み
な
節
文
、
俱
に
意
思
有
り
。「
與
陳
給
事
書
」、「
閣

下
之
庭
無
愈
之
跡
」
自
り
以
下
二
百
九
字
を
刪
り
、
解
す
べ
か
ら
ず
と
為
す
。
其

の
他
筆
削
す
る
處
有
り
て
極
め
て
多
し
、
俗
本
み
な
本
集
及
び
通
行
本
を
以
て
補

湊
し
、
撰
集
の
本
意
を
失
う
。
前
に
目
錄
の
中
を
簡
べ
、「
讀
李
翺
文
」
の
下
、「
岳

陽
樓
記
」
の
下
、「
歸
去
來
辭
」
の
下
、
み
な
門
人
王
淵
濟
の
題
識
有
り
。
余
少
年
、

栗
翁
刻
す
る
一
本
を
觀
る
に
及
び
、
蓋
し
是
を
用
い
て
刻
し
て
入
板
す
。
刻
成
る
と
、

火
災
に
罹
り
、
一
字
も
存
せ
ず
。
曾
て
述
齋
公
と
其
の
事
を
語
る
。
公
韓
本
を
得
、

蓋
し
又
た
此
の
本
を
以
て
展
拓
し
て
入
板
す
。
公
又
た
其
の
本
を
以
て
截
貼
し
て
入

板
し
、
行
數
字
數
み
な
動
搖
す
。
然
り
と
雖
も
、
疊
山
の
面
目
を
存
す
る
を
以
て
勝

事
と
為
す
。
然
れ
ば
則
ち
是
の
本
實
に
昌
平
本
の
祖
本
な
る
も
、
但
だ
未
だ
王
淵
濟

刻
本
な
る
や
否
や
を
知
ら
ざ
る
の
み
。
之
を
要
す
る
に
、
洵
に
今
日
の
祕
笈
な
り
。）

金
花
堂
本
の
特
徵
が
栗
翁
本
と
全
く
一
致
し
て
い
る
た
め
、
栗
翁
本
の
底
本
と
同
版

で
あ
る
と
慊
堂
は
判
斷
し
て
い
る
。「
栗
翁
」
は
寛
政
の
三
博
士
に
數
え
ら
れ
る
柴
野

栗
山
で
あ
る
。
慊
堂
の
記
述
に
よ
る
と
、
栗
山
は
金
花
堂
本
の
同
版
を
用
い
て
上
梓
し

た
も
の
の
、
燒
失
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
そ
の
詳
細
を
知
る
手
が
か
り
が
な
い
。「
述

齋
公
」、
す
な
わ
ち
林
述
齋
が
文
政
本
の
刊
行
に
着
手
し
た
の
は
、
栗
山
の
事
業
を
繼

ぐ
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
述
齋
が
入
手
し
た
の
は
朝
鮮
本
で
あ
り
、
後
に
文
政
本
の
底
本
と
な
っ
た
。

慊
堂
は
文
政
本
を
「
行
數
字
數
皆
動
搖
」、
つ
ま
り
「
行
數
字
數
が
不
ぞ
ろ
い
で
あ
る
」）

33
（

と
批
判
し
て
お
り
、
十
七
年
後
に
つ
い
に
金
花
堂
本
を
手
に
入
れ
た
際
は
「
洵
今
日
祕

笈
也
」
と
感
嘆
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
の
『
日
曆
』
に
は
、
弟
子
の
河
瀬
汝
舟
）
34
（

が
『
文

章
軌
範
』
を
影
鈔
し
た
記
載
や
、）

35
（

友
人
で
あ
る
福
山
藩
右
筆
の
小
島
成
齋
が
元
版
『
文

章
軌
範
』
を
借
用
し
た
記
載
が
數
多
く
表
れ
る
。）

36
（

慊
堂
が
河
瀬
汝
舟
の
影
鈔
を
述
齋
に

渡
し
、「
官
版
を
刻
す
べ
き
を
強
く
要
請
し
た
」
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。）

37
（

『
日
曆
』「
天
保

七
年
八
月
十
四
日
」
に
は
「
赴
林
公
謁
、
語
長
州
君
事
、
呈
『
軌
範
』
影
抄
一
卷
而
退
。」、

「
天
保
七
年
十
月
十
七
日
」
に
は
「
河
瀨
生
來
、
影
鈔
『
文
章
軌
範
』
訖
、
俱
出
、
途
別
、

入
林
門
交
『
軌
範
』。」
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
金
花
堂
本
の
影
鈔
と
思
わ
れ
る
。
嘉
永
年

間
、
昌
平
坂
學
問
所
が
『
文
章
軌
範
』
を
再
刊
行
し
た
際
に
は
、
述
齋
と
慊
堂
の
い
ず

れ
も
歿
後
で
あ
っ
た
が
、
わ
ざ
わ
ざ
底
本
を
元
版
に
變
更
し
て
お
り
、
二
人
が
生
前
相

談
し
て
決
定
し
て
い
た
こ
と
を
、
そ
の
ま
ま
受
け
繼
い
だ
と
思
わ
れ
る
。
嘉
永
本
の
卷

末
に
は
底
本
に
關
す
る
識
語
が
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
此
書
國
學
舊
所
刊
者
、
為
重
雕
朝
鮮
本
、
相
傳
謂
其
遵
謝
氏
之
舊
、
毫
無
所
改
。

歳
丙
午
春
、
學
舍
罹
災
、
板
亦
燬
焉
。
此
本
乃
謝
氏
門
人
王
淵
濟
所
手
訂
、
其
視
鮮

本
不
過
有
小
出
入
、
在
元
槧
中
亦
屬
佳
刻
。
此
所
以
今
者
重
雕
、
捨
彼
取
此
也
。
命

梓
時
、
以
鮮
本
及
明
戴
許
光
校
本
校
勘
、
遇
異
同
處
、
摘
錄
上
層
。
若
此
本
顯
誤
不

容
疑
者
、
據
二
本
直
改
之
、
不
復
注
識
也
。
嘉
永
壬
子
冬
月
、
松
崎
純
儉
誌
。

　（
此
の
書
國
學
舊
（
か
つ
）
て
刊
す
る
所
の
者
、
重
雕
朝
鮮
本
為
り
、
相
い
傳
え

て
其
れ
謝
氏
の
舊
に
遵
い
、
毫
も
改
む
る
所
無
し
と
謂
う
。
歳
は
丙
午
の
春
、
學
舍

災
い
に
罹
か
り
、
板
も
亦
た
燬
く
。
此
の
本
乃
ち
謝
氏
門
人
の
王
淵
濟
手
ず
か
ら
訂

す
る
所
、
其
れ
鮮
本
に
視
ぶ
る
に
小
さ
き
出
入
有
る
に
過
ぎ
ず
、
元
槧
の
中
に
在
り
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て
も
亦
た
佳
刻
に
屬
す
。
此
れ
今
者
重
雕
し
、
彼
を
捨
て
此
を
取
る
所
以
な
り
。
梓

を
命
ず
る
時
、
鮮
本
及
び
明
の
戴
許
光
校
本
を
以
て
校
勘
し
、
異
同
の
處
に
遇
え

ば
、
上
層
に
摘
錄
す
。
若
し
此
の
本
顯
ら
か
に
誤
り
て
疑
い
を
容
さ
ざ
る
も
の
な

ら
ば
、
二
本
に
據
り
て
直
ち
に
之
を
改
め
、
復
た
注
識
せ
ざ
る
な
り
。
嘉
永
壬
子

（
１
８
５
２
）
の
冬
月
、
松
崎
純
儉
誌
す
。）

松
崎
純
儉
と
は
述
齋
の
弟
子
の
松
崎
柳
浪
で
あ
り
、
述
齋
か
ら
金
花
堂
本
の
話
を
聞

い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、『
經
籍
訪
古
志
』
卷
六
昌
平
坂
學
問
所
所
藏
の
元
槧
本
『
疊
山
先
生
批
點
文

章
軌
範
』
七
卷
に
は
、
次
の
記
載
が
あ
る
。

　
松
碕
氏
石
經
山
房
又
藏
元
刊
本
、
乃
與
此
同
種
。
本
學
又
藏
朝
鮮
國
刊
本
、
體
式

略
與
此
本
同
、
未
經
後
來
增
修
者
、
亦
佳
種
。

　（
松
碕
氏
石
經
山
房
又
た
元
刊
本
を
藏
し
、
乃
ち
此
れ
と
同
種
。
本
學
又
た
朝
鮮

國
刊
本
を
藏
し
、
體
式
略
ぼ
此
の
本
と
同
じ
、
未
だ
後
來
の
增
修
を
經
ざ
る
も
の
に

し
て
、
亦
た
佳
種
な
り
。）

こ
れ
に
よ
っ
て
、
昌
平
坂
學
問
所
に
は
金
花
堂
本
系
統
の
も
の
が
所
藏
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
覗
え
、
こ
れ
が
嘉
永
本
の
底
本
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
慊

堂
が
金
花
堂
本
の
影
鈔
を
述
齋
に
渡
し
て
刊
行
す
る
こ
と
を
勸
め
た
が
、
學
問
所
に
は

も
と
も
と
同
版
が
な
く
、
後
ほ
ど
新
た
に
購
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、『
舊
唐
書
』

『
日
曆
』「
天
保
四
年
（
１
８
３
３
）
一
月
廿
九
日
」
に
は
、
次
の
記
載
が
あ
る
。

　『
舊
唐
書
』、
邦
人
影
抄
宋
本
、
宋
諱
皆
缺
畫
。
東
福
寺
中
靈
雲
院
藏
。

　（
『
舊
唐
書
』、
邦
人
影
抄
の
宋
本
、
宋
諱
み
な
缺
畫
す
。
東
福
寺
の
中
の
靈
雲
院

藏
す
。）

ま
た
、「
天
保
九
年
（
１
８
３
８
）
五
月
二
日
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　『
舊
唐
書
』、
東
福
寺
塔
中
龍
眠
庵
藏
。
鄧
林
和
尚
既
死
。
和
尚
云
、
南
禪
寺
猶
藏

宋
板
。

　（
『
舊
唐
書
』、
東
福
寺
塔
の
中
の
龍
眠
庵
藏
す
。
鄧
林
和
尚
既
に
死
す
、
和
尚
云

く
、
南
禪
寺
猶
お
宋
板
を
藏
す
と
。）

以
上
に
よ
る
と
、
東
福
寺
の
靈
雲
院
は
「
影
鈔
宋
本
」（
以
下
、
靈
雲
院
本
と
略
稱
）、

龍
眠
庵
は
『
舊
唐
書
』
の
舊
本
（
以
下
、
龍
眠
庵
本
と
略
稱
）、
南
禪
寺
は
宋
本
（
以
下
、

南
禪
寺
本
と
略
稱
）
を
そ
れ
ぞ
れ
所
藏
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

な
お
、「
天
保
十
三
年
（
１
８
４
２
）
九
月
廿
七
日
」
に
は
、
次
の
記
載
が
あ
る
。

　『
舊
唐
書
』、
東
福
寺
塔
頭
龍
眠
庵
藏
。
前
住
鄧
林
和
尚
今
寂
。
和
尚
云
、
南
禪
寺

藏
宋
板
本
。
相
馬
生
話
。

　（
『
舊
唐
書
』、
東
福
寺
塔
頭
龍
眠
庵
藏
す
。
前
住
の
鄧
林
和
尚
今
寂
す
。
和
尚
云

く
、
南
禪
寺
宋
板
本
を
藏
す
と
。
相
馬
生
話
す
。）

「
相
馬
生
話
」
を
除
き
、
天
保
九
年
の
記
載
と
殆
ど
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
「
相
馬
生
」

は
相
馬
一
郎
で
あ
り
、
字
は
元
基
、
號
は
梅
軒
で
あ
る
。）

38
（

京
都
の
文
人
で
、「
天
保
九

年
の
春
か
ら
翌
十
年
の
初
夏
ま
で
江
戸
に
滯
在
し
て
大
家
の
教
を
乞
う
た
」
と
さ
れ

る
。）

39
（

慊
堂
が
晩
年
を
過
ご
し
た
羽
澤
・
石
經
山
房
を
訪
れ
た
の
は
天
保
九
年
三
月
廿
五

日
で
あ
り
、
慊
堂
が
龍
眠
庵
本
・
南
禪
寺
本
に
言
及
す
る
の
は
そ
の
二
ヶ
月
後
で
あ
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松
崎
慊
堂
が
見
た
宋
元
刊
本
に
つ
い
て

る
。
こ
の
た
め
、
慊
堂
は
以
前
よ
り
靈
雲
院
本
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
が
、
相
馬
一
郎

か
ら
龍
眠
庵
本
・
南
禪
寺
本
の
話
を
初
め
て
聞
い
た
と
推
測
さ
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
こ

の
う
ち
龍
眠
庵
本
に
關
し
て
は
よ
り
早
期
の
記
述
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
慊
堂
が
天

保
十
三
年
に
著
し
た
「
典
籍
開
雕
意
見
」
に
、『
舊
唐
書
』
に
關
す
る
次
の
よ
う
な
記

載
が
み
ら
れ
る
。

　
舊
唐
書
　
此
本
朝
必
用
書
ナ
リ
。
彼
間
ニ
モ
乾
隆
主
ハ
気
カ
付
カ
レ
。
舊
五
代
史

ト
モ
二
廿
四
史
ニ
入
ラ
レ
タ
リ
。
サ
レ
ト
モ
此
本
前
明
聞
人
某
。
宋
槧
漫
滅
本
ヲ
ソ

レ
ナ
リ
ニ
刻
セ
ル
故
。
随
在
殘
剥
ス
。
其
殘
本
ノ
マ
ヽ
ヲ
廿
四
史
ニ
モ
入
タ
レ
ハ
。

用
ニ
立
タ
ス
。
故
彼
間
ニ
モ
新
舊
取
マ
セ
新
舊
唐
書
合
抄
ア
レ
ト
モ
。
舊
唐
書
ハ
ヤ

ハ
レ
本
ノ
マ
ヽ
不
可
讀
之
處
終
不
可
用
。
廿
三
年
前
亡
友
掖
齋
親
ラ
見
シ
ヨ
シ
自
語

ル
。
京
師
東
福
寺
塔
頭
龍
眠
庵
ニ
古
寫
本
宋
元
人
ナ
ラ
ン
ヲ
藏
ス
。
一
字
ノ
殘
闕
ナ

シ
ト
。
此
モ
今
迄
諸
公
ニ
唐
突
ス
レ
ト
モ
。
採
用
ナ
シ
。
此
際
何
卒
御
取
ヨ
セ
ニ
テ
。

付
刻
カ
。
或
ハ
龍
眠
本
ニ
今
ノ
舊
唐
ノ
殘
闕
ノ
所
。
何
卷
何
行
何
字
ヨ
リ
何
字
ニ
イ

タ
ル
間
。
龍
眠
本
何
字
ヨ
リ
何
字
ア
リ
ト
錄
出
シ
タ
タ
ン
ニ
ハ
。
後
人
此
ニ
ヨ
リ
聞

人
本
ニ
寫
填
シ
テ
全
本
卜
為
ル
ヘ
キ
ニ
似
タ
リ
。

　
一
舊
唐
書

　
右
世
傳
明
代
聞
人
氏
刻
本
ノ
ミ
。
其
本
宋
元
本
磨
滅
之
マ
ヽ
ニ
而
刻
行
故
。
殘
闕

極
多
不
可
讀
。
只
今
京
師
東
福
寺
中
龍
眠
庵
ニ
古
寫
本
有
之
。
一
字
之
殘
闕
無
之
事
。

承
傳
候
事
二
十
三
年
。
此
又
不
可
遺
置
之
事
ト
奉
存
候
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
慊
堂
は
龍
眠
庵
本
に
つ
い
て
、「
典
籍
開
雕
意
見
」
よ
り
二
十
三

年
前
の
文
政
二
年
（
１
８
１
９
）
に
亡
友
の
狩
谷
棭
齋
か
ら
そ
の
存
在
を
教
わ
り
、
宋

元
の
古
寫
本
の
完
本
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
慊
堂
が

相
馬
一
郎
か
ら
教
わ
っ
た
の
は
南
禪
寺
本
に
つ
い
て
の
み
と
な
る
。

な
お
、
南
禪
寺
本
の
存
在
を
傳
え
る
「
鄧
林
和
尚
」
に
關
す
る
詳
細
は
不
明
で
あ
っ

た
が
、
神
田
喜
一
郎
が
宮
内
庁
書
陵
部
所
藏
の
『
西
遊
錄
』
寫
本
を
檢
證
し
た
と
こ
ろ
、

漢
學
者
の
古
賀
侗
庵
が
鈔
寫
し
た
文
政
甲
申
（
七
年
、
１
８
２
４
）
の
鄧
林
の
跋
が
見

出
さ
れ
た
。
そ
の
跋
文
に
よ
る
と
、
彼
が
普
門
院
か
ら
『
西
遊
錄
』
を
得
て
、
鈔
手
に

命
じ
て
副
本
を
錄
し
た
こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
底
本
は
『
普
門
院
經
論
章
疏
語
錄
儒
書

等
目
錄
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
臨
済
宗
の
僧
で
あ
る
円
爾
が
大
陸

か
ら
持
ち
歸
っ
た
漢
籍
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。）

40
（

鄧
林
は
文
政
年
間
の
東
福
寺
の
僧
侶

で
あ
り
、
か
つ
漢
籍
に
強
い
關
心
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
慊
堂
が
十
數
年
後
に
記
し
、

『
舊
唐
書
』
の
版
本
に
言
及
し
た
「
前
住
鄧
林
和
尚
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
邦
人
が
影
鈔
し
た
靈
雲
院
本
は
、
鄧
林
が
南
禪
寺
本
を
寫
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。な

お
、
慊
堂
が
相
馬
一
郎
の
訪
問
か
ら
四
年
後
の
天
保
十
三
年
九
月
に
、
わ
ざ
わ
ざ

同
じ
内
容
を
日
記
に
再
度
記
し
た
の
は
、
同
年
六
月
に
幕
府
が
大
藩
に
大
部
の
漢
籍
の

出
版
を
命
じ
た
布
告
に
よ
っ
て
、）

41
（

過
去
の
經
緯
を
思
い
出
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

慊
堂
は
こ
の
布
告
を
受
け
て
「
典
籍
開
雕
意
見
」
を
著
し
、
多
く
の
漢
籍
の
刊
行
を
勸

め
た
が
、
龍
眠
庵
本
へ
の
言
及
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

南
禪
寺
の
藏
書
の
多
く
は
明
治
以
降
に
失
わ
れ
、
靈
雲
院
本
も
龍
眠
庵
本
も
現
存
し

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。『
經
籍
訪
古
志
』
卷
三
に
は
「
京
師
東
福
寺
藏
」
の
舊
鈔
本
『
唐

書
』
に
つ
い
て
「
未
見
」
と
著
錄
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
龍
眠
庵
本
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
慊
堂
を
通
じ
て
當
時
の
漢
學
者
の
間
に
廣
く
傳
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
書
誌
調

査
の
対
象
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
舊
唐
書
』
の
刊
本
系
統
に
つ
い
て
、
尾
崎
康
『
正

史
宋
元
版
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
１
９
８
９
）
で
は
、「
北
・
南
宋
に
一
度
ず
つ
版
刻

さ
れ
た
だ
け
で
」、「
南
宋
初
期
に
兩
浙
東
路
茶
塩
司
の
刊
刻
し
た
殘
本
六
九
卷
三
二
冊

が
北
京
圖
書
館
に
あ
り
」（
頁
13
）
と
さ
れ
て
い
る
。
慊
堂
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
宋
版
・

古
寫
本
が
日
本
に
も
傳
來
し
、
鈔
本
ま
で
作
ら
れ
た
こ
と
が
覗
え
る
が
、
殘
念
な
こ
と

に
い
ず
れ
も
所
在
が
不
明
で
あ
る
。
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以
上
、
江
戸
時
代
後
期
の
漢
學
者
で
あ
る
松
崎
慊
堂
が
披
見
し
た
宋
元
刊
本
か
ら
、

淳
煕
本
『
集
韻
』、
高
山
寺
本
『
齋
民
要
術
』、
覆
元
本
『
資
治
通
鑑
』、
元
本
『
文
章

軌
範
』、
南
禪
寺
本
『
舊
唐
書
』
の
五
種
を
取
り
上
げ
、
關
連
す
る
資
料
を
蒐
集
し
、

當
時
の
漢
學
者
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
宋
元
刊
本
の
価
値
を
評
価
し
た
か
、
ど
の
よ
う
に

研
究
に
利
用
し
た
か
、
ま
た
宋
元
刊
本
が
當
時
の
和
刻
本
の
刊
行
と
ど
の
よ
う
に
關
係

し
て
い
る
か
を
檢
討
し
た
。
ま
た
、
一
部
現
存
し
な
い
宋
元
刊
本
の
存
在
を
掲
出
し
、

江
戸
時
代
に
お
け
る
漢
籍
流
傳
の
資
料
を
補
う
こ
と
を
試
み
た
。

江
戸
後
期
に
お
け
る
宋
元
刊
本
の
流
傳
に
關
し
て
は
、
従
來
、
近
藤
重
藏
の
『
右
文

故
事
』
や
、
澁
江
全
善
及
び
森
立
之
の
『
經
籍
訪
古
志
』
な
ど
書
誌
學
の
専
門
書
に
基

づ
い
て
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
拙
論
で
は
慊
堂
の
日
記
に
散
見
さ
れ
る
宋
元
刊
本

の
記
錄
を
遍
く
蒐
集
し
、
専
門
書
に
は
殘
り
に
く
い
情
報
を
ま
と
め
、
既
知
の
資
料
と

対
照
し
な
が
ら
新
し
い
見
解
を
提
示
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
今
回
の
研
究
を
通
じ
て
、

江
戸
時
代
の
儒
者
た
ち
の
文
集
、
日
記
に
は
漢
籍
に
關
す
る
記
錄
が
豊
富
に
存
在
す
る

こ
と
が
見
出
さ
れ
た
。
慊
堂
を
始
め
と
す
る
江
戸
時
代
の
漢
學
者
の
文
集
、
日
記
を
廣

く
整
理
・
蒐
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
書
誌
學
の
専
門
書
に
は
表
れ
な
い
新
た
な
記
錄
が

發
見
さ
れ
、
書
誌
學
研
究
が
大
い
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

＊
本
研
究
はJS

P
S

科
研
費JP

19K
13074

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

注
（
１
）『
慊
堂
日
曆
』
は
濱
野
知
三
郎
校
訂
『
日
本
藝
林
叢
書
』
本
（
六
合
館
、
１
９
２
９
）

を
用
い
た
。『
松
崎
慊
堂
全
集
』（
冬
至
書
房
、
１
９
８
８
）
に
収
錄
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）『
經
籍
訪
古
志
』（
宮
内
庁
書
陵
部
藏
明
治
十
八
年
活
版
）
卷
二
「
集
韻
十
卷
、
宋
槧

本
、
楓
山
官
庫
藏
」
に
は
次
の
と
お
り
記
載
さ
れ
て
い
る
：「
南
宋
淳
熙
間
刊
本
、
大

板
大
字
、
四
方
寬
廣
、
紙
質
完
厚
。
卷
末
有
田
世
卿
跋
曰
：
此
版
久
已
磨
滅
、
不
復
有

也
。
前
年
蒙
恩
將
屯
安
康
偶
得
蜀
本
、
字
多
舛
誤
、
間
亦
脱
漏
、
嘗
從
暇
日
委
官
校
正
。

又
記
淳
熙
乙
巳
九
月
至
丁
未
五
月
、
僅
能
畢
工
。
每
卷
有
金
澤
文
庫
及
蟠
桃
院
印
記
。」。

（
３
）
森
潤
三
郞
「
松
平
冠
山
侯
と
松
崎
慊
堂
（
一
）
」（
『
今
昔
』
第
五
卷
第
三
號
、
小
田

原
書
房
、
１
９
３
４
）
參
照
。

（
４
）
福
井
久
藏
『
諸
大
名
の
學
術
と
文
藝
の
研
究
』（
原
書
房
、
１
９
７
６
、
頁
64
）、

勝
間
田
三
千
夫
「
佐
伯
藩
の
文
學
・
毛
利
壺
邱
と
瀧
川
利
雍
②
」（
『
佐
伯
史
談
』
第

１
５
６
號
、
１
９
９
１
、
頁
23
〜
24
）
參
照
。

（
５
）
福
井
久
藏
『
諸
大
名
の
學
術
と
文
藝
の
研
究
』（
頁
３
５
６
）
か
ら
の
轉
錄
。
國
立

公
文
書
館
所
藏
の
『
佐
伯
書
目
』（
請
求
番
號
２
１
９
―
０
１
７
６
）
に
は
序
文
が

な
い
が
、
別
本
と
思
わ
れ
る
。

（
６
）
市
橋
家
は
仁
正
寺
藩
を
立
藩
し
、
藩
主
は
仁
正
寺
侯
と
稱
さ
れ
る
が
、
長
昭
は
し
ば

し
ば
「
仁
聖
侯
」
と
さ
れ
る
。

（
７
）
梅
谷
文
夫
『
狩
谷
棭
齋
年
譜
』
、
青
裳
堂
書
店
、
２
０
０
４
〜
２
０
０
６
、
頁

３
０
７
、３
１
１
。

（
８
）
そ
の
表
紙
に
は
「
本
書
ハ
棭
齋
翁
和
名
抄
考
證
著
述
の
節
共
に
其
の
引
用
書
の
考
證

迄
に
心
を
用
い
た
る
こ
と
を
知
る
べ
し
。
然
の
み
な
ら
す
こ
そ
別
に
寫
本
も
あ
ら
さ
れ

は
貴
重
な
る
こ
と
い
ふ
へ
く
も
あ
ら
す
。」
と
い
う
黒
川
真
道
の
識
語
が
あ
る
。

（
９
）
一
部
異
体
字
が
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
校
訂
者
の
書
き
方
の
違
い
に
よ
る
点
画
の
改

變
、
増
減
で
あ
る
。

（
10
）
柴
田
光
彦
編
『
黒
川
文
庫
目
錄
』、
青
裳
堂
書
店
、
２
０
０
０
、
頁
４
８
６
。

（
11
）『
國
學
者
傳
記
集
成
：
續
編
』（
上
田
萬
年
監
修
、
名
著
刊
行
會
、
１
９
６
７
）「
黒

川
真
賴
」
の
条
項
參
照
。

（
12
）
井
上
宗
雄
編
著
『
日
本
古
典
籍
書
誌
學
辞
典
』
、
岩
波
書
店
、
１
９
９
９
、
頁

１
７
５
。

（
13
）
小
出
滿
二
「
齋
民
要
術
の
異
版
に
つ
き
て
」、『
農
業
經
済
研
究
』
第
5
卷
、
岩
波
書
店
、

１
９
２
９
。

（
14
）『
内
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
錄
』、
内
閣
文
庫
、
１
９
５
６
、
頁
１
８
６
。

（
15
）
詳
細
不
詳
、
神
宮
文
庫
に
は
『
小
林
彝
文
稿
』
の
寫
本
が
所
藏
さ
れ
て
い
る
（
『
國

書
総
目
錄
（
補
訂
版
）
』、
岩
波
書
店
、
１
９
８
９
〜
１
９
９
１
、
頁
５
３
３
）。

（
16
）
福
井
保
「
依
田
利
用
の
履
歴
」（
『
汲
古
』
第
14
號
、
汲
古
書
院
、
１
９
８
８
）
、

山
本
巌
「
依
田
利
用
小
傳
」（
『
宇
都
宮
大
學
教
育
學
部
紀
要
』
第
1
部
（
42
）
、

１
９
９
２
）
參
照
。

（
17
）『
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
漢
籍
分
類
目
錄
』、
名
古
屋
市
教
育
委
員
會
、
１
９
７
５
、
頁
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松
崎
慊
堂
が
見
た
宋
元
刊
本
に
つ
い
て

73
。
金
澤
本
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
小
出
滿
二
「
齋
民
要
術
の
異
版
に
つ
き
て
」、
西

川
武
一
「
齋
民
要
術
傳
承
考
」（
『
農
業
総
合
研
究
所
年
報
』
第
1
號
、
農
林
省
農
業
綜

合
研
究
所
、
１
９
４
９
）、
ま
た
『
國
寶
・
重
要
文
化
財
大
全
〈
７
〉
書
跡
上
』（
文

化
庁
監
修
、
毎
日
新
聞
社
、
１
９
９
８
）、
福
島
金
治
「
鎌
倉
中
期
の
京
・
鎌
倉
に
お

け
る
漢
籍
受
容
者
群
：『
管
見
抄
』
と
『
鳩
嶺
集
』
の
あ
い
だ
」（
『
國
立
歴
史
民
俗
博

物
館
研
究
報
』、
第
１
７
５
集
、
２
０
１
３
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
18
）
小
出
滿
二
「
齋
民
要
術
の
異
版
に
つ
き
て
」、
頁
４
３
１
。

（
19
）
森
鴎
外
『
伊
澤
蘭
軒
』、『
森
鴎
外
全
集
』
本
、
筑
摩
書
房
、
１
９
９
６
、
頁
21
。

（
20
）
新
見
正
路
と
慊
堂
の
交
遊
に
つ
い
て
は
、
太
田
次
男
『
舊
鈔
本
を
中
心
と
す
る
白
氏

文
集
本
文
の
研
究
』（
勉
誠
社
、
１
９
９
７
）
所
収
の
「
白
氏
文
集
新
見
正
路
校
本
に

つ
い
て
―
―
金
澤
文
庫
本
卷
3
の
存
否
を
繞
っ
て
」
付
記
2
に
詳
し
い
。

（
21
）
笠
井
助
治
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
出
版
書
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
１
９
６
２
、

頁
75
〜
76
。

（
22
）
笠
井
助
治
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
出
版
書
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
１
９
６
２
、

頁
79
。

（
23
）
詳
し
く
は
尾
崎
康
「
宋
元
刊
資
治
通
鑑
に
つ
い
て
」（
『
斯
道
文
庫
論
集
』、
第
23
號
、

１
９
８
８
）
第
三
章
「
元
刊
胡
三
省
音
注
本
」
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
24
）
當
時
の
買
い
上
げ
に
關
し
て
は
、
遠
藤
正
治
「
讀
書
室
物
産
會
に
つ
い
て
」
脚
注

（
47
）（
『
實
學
史
研
究
』
第
2
號
、
思
文
閣
出
版
、
１
９
８
５
、
頁
80
）
を
參
照
さ
れ

た
い
。

（
25
）
尾
崎
康
「
宋
元
刊
資
治
通
鑑
に
つ
い
て
」、
頁
２
２
２
。

（
26
）『
群
書
一
覧
』（
早
稲
田
大
學
圖
書
館
藏
享
和
二
年
本
）
例
言
。

（
27
）
尾
崎
康
「
宋
元
刊
資
治
通
鑑
に
つ
い
て
」、
頁
２
１
９
。

（
28
）
東
条
琴
臺
『
諸
藩
藏
版
書
目
筆
記
』
卷
三
、『
解
題
叢
書
』
本
、
國
書
刊
行
會
、

１
９
１
６
、
頁
２
５
５
。
笠
井
助
治
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
出
版
書
の
研
究
』、
吉

川
弘
文
館
、
１
９
６
２
、
頁
４
９
９
〜
５
０
８
。

（
29
）
副
島
一
郎
「
『
文
章
軌
範
』
在
日
本
」、
王
水
照
、
侯
体
健
主
編
『
中
國
古
代
文
章
學

的
衍
化
與
异
形
・
中
國
古
代
文
章
學
二
集
』、
復
旦
大
學
出
版
社
、
２
０
１
４
、
頁

４
４
０
。

（
30
）『
中
國
古
籍
善
本
書
目
』
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
１
９
８
９
、
頁
１
６
１
０
〜

１
６
１
１
。

（
31
）
福
井
保
「
昌
平
坂
學
問
所
官
版
分
類
目
錄
」（
『
江
戸
幕
府
刊
行
物
』、
雄
松
堂
出
版
、

１
９
８
５
、
頁
１
５
０
）
參
照
。

（
32
）
井
上
和
雄
「
慶
長
以
來
書
賈
集
覧
」（
彙
文
堂
書
店
、
１
９
１
６
、
頁
3
・
41
）
、

市
川
任
三
「
松
崎
慊
堂
と
官
版
」（
無
窮
會
『
東
洋
文
化
』
復
刊
三
〇
〜
三
二
合
併
號
、

１
９
７
３
年
5
月
、
頁
75
）
參
照
。

（
33
）
市
川
任
三
「
松
崎
慊
堂
と
官
版
」、
頁
65
。

（
34
）『
縮
刻
唐
石
經
』
の
「
跋
」
に
は
、「
各
經
首
卷
、
友
人
小
嶋
知
足
所
臨
、
第
二
卷
以

下
學
子
河
瀬
汝
舟
、
三
浦
汝
楫
臨
完
。」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
河
瀬
生
」
は
河

瀬
汝
舟
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
35
）『
日
曆
』
に
は
「
天
保
七
年
六
月
五
日
」：「
小
島
氏
約
來
不
來
、
河
瀨
生
來
、
付
『
文

章
軌
範
』
廿
四
紙
。」、「
天
保
七
年
八
月
廿
六
日
」：「
河
瀨
生
持
『
軌
範
』『
將
字
集
』
來
、

交
元
原
第
四
卷
。」、「
天
保
七
年
九
月
重
九
」：「
是
日
河
瀨
生
呈
『
軌
範
』
第
四
卷
。」、

「
天
保
七
年
十
月
十
七
日
」：「
河
瀨
生
來
、
影
鈔
『
文
章
軌
範
』
訖
。」
と
あ
る
。

（
36
）『
日
曆
』
に
は
「
天
保
七
年
六
月
五
日
」：「
小
島
氏
約
來
不
來
、
河
瀨
生
來
、
付
『
文

章
軌
範
』
廿
四
紙
。」、「
天
保
八
年
五
月
晦
日
」：「
成
齋
：
穀
梁
、
左
傳
古
本
、
禮
記

縮
本
、
儀
禮
卷
末
、
文
軌
下
。」、「
天
保
十
一
年
一
月
廿
四
日
」：「
小
島
君
春
庵
來
診
、

借
元
板
『
文
章
軌
範
』、
白
石
、
鳩
巢
、
玄
岱
冊
幅
去
。」
と
あ
る
。

（
37
）
市
川
任
三
「
松
崎
慊
堂
と
官
版
」、
頁
66
。

（
38
）『
日
曆
』
に
は
「
天
保
九
年
（
１
８
３
８
）
三
月
廿
五
日
」、「
相
馬
一
郎
肇
字
元
基
、

號
梅
軒
。」
と
あ
る
。

（
39
）
富
村
登
『
山
田
三
川
』
第
二
十
七
節
「
天
保
九
年
（
二
）
交
友
關
係
」、
富
村
登
遺

稿
出
版
後
援
會
、
１
９
６
６
、
頁
２
７
１
〜
２
７
２
。

（
40
）
神
田
喜
一
郎
「
耶
律
楚
材
西
遊
錄
足
本
の
跋
」、『
東
洋
學
文
獻
叢
説
』
所
収
、
二
玄
社
、

１
９
６
９
、
頁
69
。

（
41
）
笠
井
助
治
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
出
版
書
の
研
究
』、
頁
75
〜
76
。


